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(57)【要約】

【課題】入力される水の温度が変化しても所望の温度の

湯を出湯できる給湯システムおよびその制御方法を提供

すること。

【解決手段】給湯システム１００は、一次熱交換器１１

と、一次熱交換器を加熱するように構成された加熱装置

（ガスバーナ３０，ガス比例弁３３）と、加熱装置の加

熱動作を制御するように構成されたＣＰＵ３０１と、一

次熱交換器よりも上流側に位置する二次熱交換器２１と

、一次熱交換器に導入される水の温度を検出するように

構成された温度センサ１９０とを備える。ＣＰＵ３０１

は、温度センサ１９０によって検出された温度に従って

加熱装置を制御するように構成されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 水 を 加 熱 す る 給 湯 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 一 次 熱 交 換 器 と 、

　 前 記 一 次 熱 交 換 器 を 加 熱 す る よ う に 構 成 さ れ た 加 熱 装 置 と 、

　 前 記 加 熱 装 置 の 加 熱 動 作 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ た 制 御 装 置 と 、

　 前 記 一 次 熱 交 換 器 よ り も 上 流 側 に 位 置 す る 二 次 熱 交 換 器 と 、

　 前 記 一 次 熱 交 換 器 に 導 入 さ れ る 水 の 温 度 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 １ の 温 度 セ ン サ

と を 備 え 、

　 前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 １ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 温 度 に 従 っ て 前 記 加 熱 装 置

を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 給 湯 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 一 次 熱 交 換 器 に お け る 水 の 流 量 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 流 量 セ ン サ を さ ら に 備

え 、

　 前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 流 量 セ ン サ の 検 出 出 力 と 、 前 記 給 湯 シ ス テ ム の 供 給 温 度 の 設 定 値

と 、 前 記 第 １ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 温 度 と に 従 っ て 算 出 さ れ る 、 熱 量 に 従 っ て

前 記 加 熱 装 置 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 給 湯 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 一 次 熱 交 換 器 は 、 前 記 二 次 熱 交 換 器 を 通 過 し た 水 を 導 入 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て お

り 、

　 前 記 第 １ の 温 度 セ ン サ は 、 前 記 二 次 熱 交 換 器 を 通 過 し 前 記 一 次 熱 交 換 器 に 入 水 さ れ た 水

の 温 度 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 給 湯 シ ス テ ム

。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 二 次 熱 交 換 器 よ り も 上 流 側 に 設 け ら れ た 導 入 管 と 、

　 前 記 一 次 熱 交 換 器 よ り も 下 流 側 の 水 の 経 路 と 前 記 導 入 管 と を 前 記 一 次 熱 交 換 器 を 経 る こ

と な く 結 ぶ バ イ パ ス 管 と 、

　 前 記 導 入 管 に お け る 水 の 温 度 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 ２ の 温 度 セ ン サ と 、

　 前 記 導 入 管 に 入 水 さ れ た 水 を 、 前 記 二 次 熱 交 換 器 と 前 記 バ イ パ ス 管 と に 分 配 す る た め の

分 配 器 と を さ ら に 備 え 、

　 前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 温 度 に 従 っ て 前 記 分 配 器 に

お け る 分 配 比 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記

載 の 給 湯 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 一 次 熱 交 換 器 か ら 出 湯 さ れ る 湯 の 温 度 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 ３ の 温 度 セ ン

サ を さ ら に 備 え 、

　 前 記 制 御 装 置 は 、 さ ら に 、 前 記 第 ３ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 温 度 と 、 前 記 給 湯

シ ス テ ム の 供 給 温 度 の 設 定 値 と に 従 っ て 、 前 記 分 配 器 に お け る 分 配 比 を 制 御 す る よ う に 構

成 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 給 湯 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ６ 】

　 一 次 熱 交 換 器 と 、 前 記 一 次 熱 交 換 器 を 加 熱 す る よ う に 構 成 さ れ た 加 熱 装 置 と 、 前 記 一 次

熱 交 換 器 よ り も 上 流 側 に 位 置 す る 二 次 熱 交 換 器 と 、 前 記 一 次 熱 交 換 器 に 導 入 さ れ る 水 の 温

度 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 １ の 温 度 セ ン サ と を 備 え た 給 湯 シ ス テ ム の 制 御 方 法 で あ

っ て 、

　 前 記 第 １ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 、 水 の 温 度 を 検 出 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 第 １ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 温 度 に 従 っ て 前 記 加 熱 装 置 を 制 御 す る ス テ ッ

プ と を 備 え る 、 給 湯 シ ス テ ム の 制 御 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 開 示 は 、 給 湯 シ ス テ ム お よ び そ の 制 御 方 法 に 関 し 、 特 に 、 一 次 熱 交 換 器 と 二 次 熱 交 換

器 と を 含 む 熱 交 換 部 を 備 え た 給 湯 シ ス テ ム お よ び そ の 制 御 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 給 湯 シ ス テ ム に は 、 熱 交 換 器 と 当 該 熱 交 換 器 を 加 熱 す る 加 熱 部 と を 備 え る も の が

あ る 。 当 該 給 湯 シ ス テ ム で は 、 加 熱 部 が 熱 交 換 器 を 加 熱 す る 。 熱 交 換 器 は 、 外 部 か ら 入 水

さ れ た 水 を 加 熱 す る 。 こ れ に よ り 、 給 湯 シ ス テ ム に 導 入 さ れ た 水 は 、 熱 交 換 器 に よ っ て 加

熱 さ れ た 後 、 出 湯 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 給 湯 シ ス テ ム に は 、 入 水 さ れ た 水 の 温 度 に 従 っ て 加 熱 部 に よ る 加 熱 を 制 御 す

る も の が あ っ た 。 た と え ば 、 特 開 ２ ０ １ ４ － １ ３ ７ ２ ０ ５ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） は 、 熱 交

換 器 の 下 流 側 に 配 置 さ れ た 温 度 セ ン サ の 検 出 出 力 に 従 っ て 、 熱 交 換 器 を 制 御 す る 技 術 を 開

示 し て い る 。 特 開 平 １ － ２ ４ ７ ９ ４ ７ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） は 、 加 熱 部 の 下 流 側 に 設 置 さ

れ た 水 温 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ る 温 度 に 従 っ て 、 加 熱 部 を 制 御 す る 技 術 を 開 示 し て い る

。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ４ － １ ３ ７ ２ ０ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ － ２ ４ ７ ９ ４ ７ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 給 湯 シ ス テ ム の 内 部 で あ る 程 度 の 量 の 水 が 保 持 さ れ る 場 合 、 水 温 セ ン サ

に よ っ て 検 出 さ れ た 温 度 と 実 際 に 熱 交 換 器 に お け る 加 熱 の 対 象 と な る 水 の 温 度 と が 異 な る

場 合 が あ る 。 た と え ば 、 入 水 さ れ る 水 が 予 熱 を 有 す る 場 合 で あ る 。 熱 交 換 器 に 入 水 さ れ る

水 が ソ ー ラ ー シ ス テ ム 等 を 経 由 し て 導 入 さ れ る 場 合 、 配 管 中 に 温 度 ム ラ が 生 じ る 。 給 湯 シ

ス テ ム に 入 水 さ れ る 水 の 温 度 が 急 に 高 く な っ た 場 合 、 水 温 セ ン サ が 検 出 す る 温 度 は 高 い が

、 そ れ ま で に 給 湯 シ ス テ ム に 保 持 さ れ 、 熱 交 換 器 に よ る 加 熱 の 対 象 と な る 水 の 温 度 は 低 い

場 合 が あ り 得 る 。 こ の よ う な 場 合 、 水 温 セ ン サ の 検 出 温 度 に 従 っ て 加 熱 部 が 制 御 さ れ れ ば

、 熱 交 換 器 が 十 分 に 水 を 加 熱 で き る 程 度 に ま で 加 熱 さ れ な い 場 合 が あ り 得 る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 す な わ ち 、 従 来 の 給 湯 シ ス テ ム で は 、 給 湯 シ ス テ ム に 入 水 さ れ る 水 の 温 度 変 化 に 対 し て

熱 交 換 器 に お い て 加 熱 の 対 象 と な る 水 の 温 度 変 化 に 遅 れ が 生 じ る 場 合 が あ っ た 。 こ の た め

、 給 湯 シ ス テ ム に 入 水 さ れ る 水 の 温 度 の 検 出 結 果 を 使 用 し て 加 熱 部 に よ る 加 熱 が 制 御 さ れ

た 場 合 、 入 水 さ れ る 水 の 温 度 が 変 化 す る と 、 出 湯 さ れ る 湯 の 温 度 と 設 定 さ れ た 給 湯 温 度 と

の 間 に 差 が 生 じ る 場 合 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 そ れ ゆ え に 、 本 開 示 の 目 的 は 、 入 水 さ れ る 水 の 温 度 が 変 化 し て も 所 望 の 温 度 で 出 湯 で き

る 給 湯 シ ス テ ム お よ び そ の 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 あ る 局 面 に 従 う と 、 給 湯 シ ス テ ム は 、 一 次 熱 交 換 器 と 、 一 次 熱 交 換 器 を 加 熱 す る よ う に

構 成 さ れ た 加 熱 装 置 と 、 加 熱 装 置 の 加 熱 動 作 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ た 制 御 装 置 と 、 一

次 熱 交 換 器 よ り も 上 流 側 に 位 置 す る 二 次 熱 交 換 器 と 、 一 次 熱 交 換 器 に 導 入 さ れ る 水 の 温 度

を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 １ の 温 度 セ ン サ と を 備 え る 。 制 御 装 置 は 、 第 １ の 温 度 セ ン

サ に よ っ て 検 出 さ れ た 温 度 に 従 っ て 加 熱 装 置 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 一 次 熱 交 換 器 に お け る 水 の 流 量 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 流 量 セ ン サ を さ ら に 備 え て

い て も よ い 。 制 御 装 置 は 、 流 量 セ ン サ の 検 出 出 力 と 、 給 湯 シ ス テ ム の 供 給 温 度 の 設 定 値 と
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、 第 １ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 温 度 と に 従 っ て 算 出 さ れ る 、 熱 量 に 従 っ て 加 熱 装

置 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 一 次 熱 交 換 器 は 、 二 次 熱 交 換 器 を 通 過 し た 水 を 導 入 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い

。 第 １ の 温 度 セ ン サ は 、 二 次 熱 交 換 器 を 通 過 し 一 次 熱 交 換 器 に 入 水 さ れ た 水 の 温 度 を 検 出

す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 給 湯 シ ス テ ム は 、 二 次 熱 交 換 器 よ り も 上 流 側 に 設 け ら れ た 導 入 管 と 、 一 次 熱 交 換 器 よ り

も 下 流 側 の 水 の 経 路 と 導 入 管 と を 一 次 熱 交 換 器 を 経 る こ と な く 結 ぶ バ イ パ ス 管 と 、 導 入 管

に お け る 水 の 温 度 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 ２ の 温 度 セ ン サ と 、 導 入 管 に 入 水 さ れ た

水 を 、 二 次 熱 交 換 器 と バ イ パ ス 管 と に 分 配 す る た め の 分 配 弁 と を さ ら に 備 え て い て も よ い

。 制 御 装 置 は 、 第 ２ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 温 度 に 従 っ て 、 分 配 弁 に お け る 分 配

比 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 一 次 熱 交 換 器 か ら 出 湯 さ れ る 水 の 温 度 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 ３ の 温 度 セ ン サ を

さ ら に 備 え て い て も よ い 。 制 御 装 置 は 、 さ ら に 、 第 ３ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 温

度 と 、 給 湯 シ ス テ ム の 供 給 温 度 の 設 定 値 と に 従 っ て 、 分 配 弁 に お け る 分 配 比 を 制 御 す る よ

う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 開 示 の 他 の 局 面 に 従 う と 、 一 次 熱 交 換 器 と 、 一 次 熱 交 換 器 を 加 熱 す る よ う に 構 成 さ れ

た 加 熱 装 置 と 、 一 次 熱 交 換 器 よ り も 上 流 側 に 位 置 す る 二 次 熱 交 換 器 と 、 一 次 熱 交 換 器 に 導

入 さ れ る 水 の 温 度 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 １ の 温 度 セ ン サ と を 備 え た 給 湯 シ ス テ ム

の 制 御 方 法 が 提 供 さ れ る 。 制 御 方 法 は 、 第 １ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 水 の 温 度 を 検 出 す る ス

テ ッ プ と 、 第 １ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 温 度 に 従 っ て 加 熱 装 置 を 制 御 す る ス テ ッ

プ と を 備 え る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 開 示 に よ れ ば 、 制 御 装 置 は 、 一 次 熱 交 換 器 を 加 熱 す る よ う に 構 成 さ れ た 加 熱 装 置 を 、

一 次 熱 交 換 器 に 導 入 さ れ る 水 の 温 度 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 １ の 温 度 セ ン サ の 検 出

出 力 に 従 っ て 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 給 湯 シ ス テ ム は 、 一 次 熱 交 換 器 に 入 水 さ れ る 水 の 温

度 が 変 化 し て も 、 所 望 の 温 度 の 湯 を 供 給 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 従 う 給 湯 シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 明 細 書 に お い て 使 用 さ れ る 略 称 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ の ガ ス バ ー ナ ３ ０ に よ る 加 熱 の 制 御 に 関 連 す る 構 成 を 模 式 的

に 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 比 較 例 の 給 湯 シ ス テ ム に お け る 缶 体 設 定 温 度 と 要 求 号 数 の 算 出 方 法 を 表 わ す 図 で

あ る 。

【 図 ５ 】 比 較 例 の 給 湯 シ ス テ ム に お け る 水 の 温 度 等 の 変 化 を 表 わ す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ に お い て ガ ス バ ー ナ ３ ０ の 燃 焼 を 制 御 す る た め の 処 理 の フ ロ

ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ７ 】 分 配 弁 ８ ０ の 開 度 を 制 御 す る た め の 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 、 給 湯 シ ス テ ム の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 で

は 、 同 一 の 部 品 お よ び 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。 そ れ ら の 名 称 お よ び 機 能 も

同 じ で あ る 。 し た が っ て 、 こ れ ら に つ い て の 詳 細 な 説 明 は 繰 り 返 さ な い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ［ １ ． 給 湯 シ ス テ ム の 構 成 ］
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　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 従 う 給 湯 シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。 図 １ に 示 さ れ る

よ う に 、 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 加 熱 部 ２ ０ 、 ガ ス バ ー ナ ３ ０ 、 加 熱 部 ２ ０ を 格 納 す る 燃

焼 缶 体 （ 以 下 、 単 に 「 缶 体 」 と も 称 す る ） １ ０ 、 送 風 フ ァ ン ４ ０ 、 入 水 管 ５ ０ 、 バ イ パ ス

管 ６ ０ 、 出 湯 管 ７ ０ 、 お よ び コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ ０ を 含 む 。 加 熱 部 ２ ０ は 、 ガ ス バ ー ナ ３ ０

が 燃 焼 し て 発 生 す る 熱 量 に よ り 湯 水 を 加 熱 し て 送 出 す る 部 分 で あ り 、 顕 熱 を 回 収 す る 一 次

熱 交 換 器 １ １ お よ び 潜 熱 を 回 収 す る 二 次 熱 交 換 器 ２ １ を 含 む 。 二 次 熱 交 換 器 ２ １ の 出 口 は

、 一 次 熱 交 換 器 １ １ の 入 口 に 接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 入 水 管 ５ ０ お よ び 出 湯 管 ７ ０ の 間 に は バ イ パ ス 管 ６ ０ が 配 置 さ れ る 。 入 水 管 ５ ０ は 、 加

熱 部 ２ ０ に 湯 水 を 入 水 す る た め の 「 入 水 経 路 」 の 一 実 施 例 で あ る 。 入 水 管 ５ ０ に は 、 バ イ

パ ス 管 ６ ０ へ の 分 流 を 制 御 す る た め の 分 配 弁 ８ ０ が 介 挿 接 続 さ れ る 。 さ ら に 、 入 水 管 ５ ０

に は 、 温 度 セ ン サ １ １ ０ お よ び 流 量 セ ン サ １ ５ ０ が 配 置 さ れ る 。 温 度 セ ン サ １ １ ０ は 、 入

水 温 度 Ｔ ｗ を 検 出 す る 。 分 配 弁 ８ ０ の 開 度 に 応 じ て 、 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ へ の 給 水 量 の 一

部 が 入 水 管 ５ ０ か ら バ イ パ ス 管 ６ ０ へ 分 流 さ れ る 。 全 体 給 水 量 に 対 す る 分 流 の 割 合 は 、 分

配 弁 ８ ０ の 開 度 に 応 じ て 制 御 さ れ る 。 入 水 管 ５ ０ に は 、 水 道 水 ま た は 外 部 機 器 か ら の 湯 水

が 給 水 さ れ 得 る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 入 水 管 ５ ０ に 接 続 さ れ 得 る 外 部 機 器 は 、 例 え ば 燃 料

電 池 発 電 ユ ニ ッ ト を 含 む 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 入 水 管 ５ ０ か ら の 湯 水 は 、 入 水 経 路 に 介 挿 さ れ た 二 次 熱 交 換 器 ２ １ に よ っ て 予 熱 さ れ た

後 、 一 次 熱 交 換 器 １ １ に お い て 主 加 熱 さ れ る 。 一 次 熱 交 換 器 １ １ お よ び 二 次 熱 交 換 器 ２ １

に よ っ て 加 熱 さ れ た 湯 水 は 、 出 湯 管 ７ ０ を 介 し て 、 台 所 お よ び 浴 室 等 の 給 湯 栓 １ ６ ０ か ら

出 湯 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 出 湯 管 ７ ０ は 、 合 流 点 ７ ５ に お い て バ イ パ ス 管 ６ ０ と 接 続 さ れ る 。 し た が っ て 、 給 湯 栓

１ ６ ０ か ら の 湯 水 は 、 缶 体 １ ０ か ら 出 湯 さ れ た 高 温 湯 と バ イ パ ス 管 ６ ０ か ら の 湯 水 と が 混

合 さ れ る こ と に よ っ て 、 適 温 と な る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 出 湯 管 ７ ０ に は 、 流 量 調 整 弁 ９ ０ お よ び 温 度 セ ン サ １ ９ ０ ， １ ２ ０ ， １ ３ ０ が 設 け ら れ

る 。 温 度 セ ン サ １ ９ ０ は 、 二 次 熱 交 換 器 ２ １ と 一 次 熱 交 換 器 １ １ と の 間 の 流 路 内 の 水 の 温

度 を 検 出 す る 。 温 度 セ ン サ １ ９ ０ は 、 二 次 熱 交 換 器 ２ １ に お い て 予 備 的 に 加 熱 さ れ た 後 、

一 次 熱 交 換 器 １ １ に 入 水 さ れ る 、 水 の 温 度 を 検 出 す る こ と が で き る 。 温 度 セ ン サ １ ２ ０ は

、 出 湯 管 ７ ０ の バ イ パ ス 管 ６ ０ と の 合 流 点 ７ ５ よ り も 上 流 側 （ 缶 体 １ ０ 側 ） に 配 置 さ れ て

、 缶 体 １ ０ か ら の 出 湯 の 温 度 （ 以 下 、 出 湯 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｏ ） を 検 出 す る 。 温 度 セ ン

サ １ ３ ０ は 、 合 流 点 ７ ５ よ り も 下 流 側 （ 出 湯 側 ） に 設 け ら れ て 、 バ イ パ ス 管 ６ ０ か ら の 湯

水 が 混 合 さ れ た 後 の 出 湯 温 度 Ｔ ｈ を 検 出 す る 。 流 量 調 整 弁 ９ ０ は 、 出 湯 流 量 を 制 御 す る た

め に 設 け ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ガ ス バ ー ナ ３ ０ か ら 送 出 さ れ た 燃 料 ガ ス は 、 送 風 フ ァ ン ４ ０ か ら の 燃 焼 用 空 気 と 混 合 さ

れ る 。 図 示 し な い 点 火 装 置 に よ っ て 混 合 気 が 着 火 さ れ る こ と に よ り 、 燃 料 ガ ス が 燃 焼 さ れ

て 火 炎 が 生 じ る 。 ガ ス バ ー ナ ３ ０ か ら の 火 炎 に よ っ て 生 じ る 燃 焼 熱 は 、 缶 体 １ ０ 内 で 一 次

熱 交 換 器 １ １ お よ び 二 次 熱 交 換 器 ２ １ へ 与 え ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 一 次 熱 交 換 器 １ １ は 、 ガ ス バ ー ナ ３ ０ に よ る 燃 焼 ガ ス の 顕 熱 （ 燃 焼 熱 ） に よ り 入 水 を 熱

交 換 に よ っ て 加 熱 す る 。 二 次 熱 交 換 器 ２ １ は 、 ガ ス バ ー ナ ３ ０ か ら の 燃 焼 排 ガ ス の 潜 熱 に

よ っ て 通 流 さ れ た 水 を 熱 交 換 に よ っ て 加 熱 す る 。 缶 体 １ ０ の 燃 焼 ガ ス の 流 れ 方 向 下 流 側 に

は 熱 交 換 後 の 燃 焼 排 ガ ス を 排 出 処 理 す る た め の 排 気 経 路 １ ５ が 設 け ら れ る 。 こ の よ う に 、

缶 体 １ ０ で は 、 ガ ス バ ー ナ ３ ０ で の 燃 焼 に よ る 発 熱 量 に よ り 、 一 次 熱 交 換 器 １ １ お よ び 二

次 熱 交 換 器 ２ １ で 、 入 水 管 ５ ０ か ら 供 給 さ れ た 湯 水 を 加 熱 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ガ ス バ ー ナ ３ ０ へ の ガ ス 供 給 管 ３ １ に は 、 元 ガ ス 電 磁 弁 ３ ２ 、 供 給 さ れ る 電 流 量 に 比 例
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し て 開 度 が 調 整 さ れ る ガ ス 比 例 弁 ３ ３ 、 お よ び 能 力 切 換 弁 ３ ５ ａ ～ ３ ５ ｃ が 配 置 さ れ る 。

元 ガ ス 電 磁 弁 ３ ２ は 、 ガ ス バ ー ナ ３ ０ へ の 燃 料 ガ ス の 供 給 を オ ン ／ オ フ す る 機 能 を 有 す る

。 後 述 す る Ｃ Ｐ Ｕ （ Central　 Processing　 Unit） ３ ０ １ は 、 ガ ス 比 例 弁 ３ ３ の 開 度 を 調

整 す る こ と に よ り 、 ガ ス 供 給 管 ３ １ の ガ ス 流 量 を 調 整 す る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 ガ ス バ ー

ナ ３ ０ 、 お よ び 、 ガ ス バ ー ナ ３ ０ の 火 力 を 調 整 す る ガ ス 比 例 弁 ３ ３ は 、 一 次 熱 交 換 器 １ １

を 加 熱 す る よ う に 構 成 さ れ た 加 熱 装 置 の 一 例 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ ０ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ 、 外 部 と の 入 出 力 を 制 御 す る イ ン タ ー フ ェ イ ス ３

０ ２ 、 タ イ マ ３ ０ ３ 、 お よ び 記 憶 部 ３ ０ ４ を 備 え る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ は 、 イ ン タ ー フ ェ イ ス

３ ０ ２ を 介 し て 各 セ ン サ か ら の 出 力 信 号 （ 検 出 ） お よ び ユ ー ザ 操 作 を 受 け て 、 給 湯 シ ス テ

ム １ ０ ０ の 全 体 動 作 を 制 御 す る た め に 、 各 機 器 へ の 制 御 指 令 を 生 成 し 、 イ ン タ ー フ ェ イ ス

３ ０ ２ を 介 し て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ は 、 イ ン タ ー フ ェ イ ス ３ ０ ２ を 介 し て 各 セ ン サ か ら の 出 力 信 号 （ 検 出 ） を

サ ン プ リ ン グ し 、 サ ン プ リ ン グ し た 信 号 を Ａ ／ Ｄ （ Analog/digital） 変 換 に よ り 測 定 値 に

変 換 す る 。 ユ ー ザ 操 作 に は 、 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ の 運 転 オ ン ／ オ フ 指 令 お よ び 設 定 温 度 値

（ 給 湯 設 定 温 度 値 Ｔ ｒ を 含 む ） の 指 令 が 含 ま れ る 。 ユ ー ザ 操 作 に は 、 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０

の 運 転 オ ン ／ オ フ 指 令 が 含 ま れ 得 る 。 制 御 指 令 は 、 ガ ス バ ー ナ ３ ０ の 燃 焼 を 制 御 す る た め

の 加 熱 指 令 が 含 ま れ る 。 加 熱 指 令 は 、 元 ガ ス 電 磁 弁 ３ ２ へ の 開 指 令 ま た は 閉 指 令 、 お よ び

ガ ス 比 例 弁 ３ ３ へ の 開 度 を 可 変 に 調 整 す る た め の 指 令 を 含 む 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ で は 、 合 流 点 ７ ５ よ り も 下 流 側 （ 出 湯 側 ） に 配 置 さ れ た 流 量 調 整 弁

９ ０ か ら 、 缶 体 １ ０ か ら の 加 熱 水 と 、 バ イ パ ス 管 ６ ０ か ら の 非 加 熱 水 と を 混 合 し た 湯 が 出

湯 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ ０ は 、 流 量 調 整 弁 ９ ０ の 開 度 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 流 量 値 Ｑ お よ

び 出 湯 管 ７ ０ か ら の 出 湯 流 量 を 制 御 す る こ と が で き る 。 な お 、 図 １ に 示 さ れ た 給 湯 シ ス テ

ム １ ０ ０ に お い て 、 流 量 値 Ｑ は 、 給 水 圧 力 と 流 量 調 整 弁 ９ ０ の 開 度 に よ っ て 決 ま る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 流 量 セ ン サ １ ５ ０ は 、 分 配 弁 ８ ０ よ り も 下 流 側 （ 缶 体 側 ） に 配 置 さ れ る 。 し た が っ て 、

流 量 セ ン サ １ ５ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 流 量 値 Ｑ は 、 缶 体 １ ０ に 格 納 さ れ た 加 熱 部 ２ ０ を 通

過 す る 流 量 （ 缶 体 流 量 ） を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ ０ は 、 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ の 運 転 指 令 が オ ン さ れ る と 、 流 量 セ ン サ １

５ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 流 量 値 Ｑ が Ｍ Ｏ Ｑ （ 最 低 作 動 流 量 値 ） を 超 え た と き 、 缶 体 １ ０ で

の 燃 焼 動 作 を オ ン す る 。 燃 焼 動 作 が オ ン さ れ る と 、 元 ガ ス 電 磁 弁 ３ ２ が 開 放 さ れ て 、 ガ ス

バ ー ナ ３ ０ へ の 燃 料 ガ ス の 供 給 が 開 始 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 １ か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 流 量 調 整 弁 ９ ０ は 、 入 水 管 ５ ０ か ら 缶 体 １ ０ を 通 過 し て 出

湯 管 ７ ０ へ 至 る 通 水 路 に 介 挿 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 流 量 セ ン サ １ ５ ０ は 、 当 該 通 水 路 に お

け る 「 水 」 の 流 量 を 検 出 す る こ と が で き る 。 な お 、 図 １ の よ う に 、 バ イ パ ス 管 ６ ０ が 設 け

ら れ た 構 成 に よ っ て も 、 分 配 弁 ８ ０ の 開 度 に よ っ て 決 ま る 分 配 比 η と 流 量 セ ン サ １ ５ ０ に

よ る 検 出 値 と を 用 い て 、 流 量 調 整 弁 ９ ０ か ら の 出 湯 流 量 が 特 定 さ れ 得 る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ［ ２ ． 用 語 の 説 明 ］

　 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ に 関 し て 用 い ら れ る 温 度 等 の 略 称 を 図 ２ に 示 す 。 図 ２ を 参 照 し て 、

各 略 称 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 「 入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ 」 は 、 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ に 入 水 さ れ る 水 の 検 出 温 度 で あ

り 、 温 度 セ ン サ １ １ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 。 「 入 水 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｉ 」 は 、 一 次 熱 交
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換 器 １ １ に 入 水 さ れ る 水 の 検 出 温 度 で あ り 、 温 度 セ ン サ １ ９ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 。 「 出

湯 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｏ 」 は 、 一 次 熱 交 換 器 １ １ か ら 出 湯 さ れ る 水 の 検 出 温 度 で あ り 、 温

度 セ ン サ １ ２ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 。 「 出 湯 温 度 （ ０ ｍ ） Ｔ ｄ ｓ ｏ 」 は 、 給 湯 シ ス テ ム １

０ ０ か ら 出 湯 さ れ る 水 （ 湯 ） の 検 出 温 度 で あ り 、 温 度 セ ン サ １ ３ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 。

「 給 湯 設 定 温 度 Ｔ ｓ ｓ ｏ 」 は 、 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ か ら 出 湯 さ れ る 水 （ 湯 ） に つ い て の 設

定 温 度 で あ り 、 た と え ば ユ ー ザ に よ っ て 設 定 さ れ 、 記 憶 部 ３ ０ ４ に 格 納 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 「 分 配 比 η 」 は 、 入 水 管 ５ ０ に 入 水 さ れ た 水 の う ち 、 バ イ パ ス 管 ６ ０ を 介 し て 出 湯 管 ７

０ に 送 ら れ る 水 の 割 合 を 表 わ す 。 分 配 比 η は 、 図 ２ 中 の 式 （ １ ） に 従 っ て 算 出 さ れ る 。 式

（ １ ） で は 、 給 湯 設 定 温 度 Ｔ ｓ ｓ ｏ 、 出 湯 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｏ 、 お よ び 、 入 水 温 度 （ 二

次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ が 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 「 缶 体 設 定 温 度 Ｔ ｓ ｐ ｏ 」 は 、 一 次 熱 交 換 器 １ １ か ら 出 湯 さ れ る 水 （ 湯 ） に つ い て の 設

定 温 度 で あ り 、 温 度 セ ン サ １ ２ ０ の 検 出 温 度 に 対 す る 設 定 温 度 に 相 当 す る 。 「 缶 体 設 定 温

度 Ｔ ｓ ｐ ｏ 」 と し て は 、 図 ２ 中 の 式 （ ２ ） に 従 っ て 算 出 さ れ る 値 （ 温 度 ） と 、 図 ２ 中 の 式

（ ３ ） に 従 っ て 算 出 さ れ る 値 （ 温 度 ） の う ち 、 低 い 方 の 値 が 採 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 式 （ ２ ） で は 、 給 湯 設 定 温 度 Ｔ ｓ ｓ ｏ が 用 い ら れ る 。 値 α は 、 任 意 に 設 定 さ れ る 定 数 で

り 、 た と え ば 、 ユ ー ザ お よ び ／ ま た は 管 理 者 に よ っ て 設 定 さ れ る 。 値 α は 、 給 湯 シ ス テ ム

１ ０ ０ の 出 荷 前 に 設 定 さ れ て い て も よ い 。 式 （ ３ ） で は 、 給 湯 設 定 温 度 Ｔ ｓ ｓ ｏ と 、 入 水

温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｉ と 、 分 配 比 η と が 利 用 さ れ る 。 図 ２ 中 の 「 η (max)」 と は 、 分 配 弁

８ ０ の 状 態 が 、 入 水 管 ５ ０ か ら 入 水 さ れ た 水 を バ イ パ ス 管 ６ ０ に 送 る 量 が 最 も 多 く な る 状

態 に 調 整 さ れ た と き の 、 分 配 比 η で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 「 要 求 号 数 Ｎ ｄ 」 は 、 ガ ス バ ー ナ ３ ０ に 要 求 さ れ る 熱 量 を 表 わ す 数 値 （ 号 数 ） で あ り 、

式 （ ４ ） に 従 っ て 算 出 さ れ る 。 式 （ ４ ） で は 、 缶 体 設 定 温 度 Ｔ ｓ ｐ ｏ お よ び 入 水 温 度 （ 一

次 ） Ｔ ｄ ｐ ｉ が 用 い ら れ る 。 こ の 明 細 書 に お い て 、 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ 内 の ガ ス バ ー ナ ３

０ の 燃 焼 に よ り 発 生 す る 熱 量 （ Kcal） は 「 号 数 」 と し て 示 さ れ る 。 号 数 ＝ １ は 、 １ （ Ｌ /

ｍ ｉ ｎ ） の 流 量 下 で 湯 温 を 予 め 定 め ら れ た 温 度 （ 例 え ば ２ ５ ℃ ） 上 昇 さ せ る の に 必 要 な 熱

量 に 相 当 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 「 流 量 値 Ｑ 」 は 、 加 熱 部 ２ ０ を 通 過 す る 水 の 流 量 で あ り 、 流 量 セ ン サ １ ５ ０ に よ っ て 検

出 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ［ ３ ． 給 湯 シ ス テ ム に お け る 加 熱 制 御 に 関 連 す る 構 成 ］

　 図 ３ は 、 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ の ガ ス バ ー ナ ３ ０ に よ る 加 熱 の 制 御 に 関 連 す る 構 成 を 模 式

的 に 示 す 図 で あ る 。 図 ３ に は 、 缶 体 １ ０ お よ び そ の 前 後 の 水 の 経 路 に 配 置 さ れ た 要 素 が 模

式 的 に 示 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 入 水 管 ５ ０ か ら 導 入 さ れ た 水 は 、 分 配 弁 ８ ０ に よ っ て 出

湯 管 ７ ０ に 直 接 入 水 さ れ る 経 路 と 、 バ イ パ ス 管 ６ ０ と に 分 配 さ れ る 。 出 湯 管 ７ ０ 上 の 水 の

経 路 に は 、 温 度 セ ン サ １ １ ０ ， 流 量 セ ン サ １ ５ ０ ， 二 次 熱 交 換 器 ２ １ ， 温 度 セ ン サ １ ９ ０

， 一 次 熱 交 換 器 １ １ ， 温 度 セ ン サ １ ２ ０ ， お よ び ， 温 度 セ ン サ １ ３ ０ が 順 に 配 置 さ れ て い

る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ３ で は 、 各 セ ン サ の そ れ ぞ れ の 近 傍 に 、 そ れ ぞ れ の 検 出 出 力 を 表 わ す 記 号 が 示 さ れ て

い る 。 た と え ば 、 温 度 セ ン サ １ １ ０ の 近 傍 に は 、 温 度 セ ン サ １ １ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 「

入 水 温 度 (二 次 )Ｔ ｄ ｓ ｉ 」 を 表 わ す 文 字 「 Ｔ ｄ ｓ ｉ 」 が 配 置 さ れ て い る 。 温 度 セ ン サ １ ２

０ の 近 傍 に は 、 温 度 セ ン サ １ ２ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 温 度 に 対 す る 設 定 値 （ 缶 体 設 定 温 度

Ｔ ｓ ｐ ｏ ） を 表 わ す 文 字 「 Ｔ ｓ ｐ ｏ 」 が 括 弧 と と も に 配 置 さ れ て い る 。 温 度 セ ン サ １ ３ ０

の 近 傍 に は 、 温 度 セ ン サ １ ３ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 温 度 に 対 す る 設 定 値 （ 給 湯 設 定 温 度 Ｔ

ｓ ｓ ｏ ） を 表 わ す 文 字 「 Ｔ ｓ ｓ ｏ 」 が 括 弧 と と も に 配 置 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】

　 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ ０ は 、 温 度 セ ン サ １ １ ０ ， １ ９ ０ ， １ ２ ０ ， １ ３ ０ お よ び 流 量 セ ン サ

１ ５ ０ の 検 出 出 力 を 取 得 す る 。 コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ ０ は 、 分 配 弁 ８ ０ の 開 度 お よ び ガ ス 比 例

弁 ３ ３ の 開 度 を 調 整 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ［ ４ ． 比 較 例 に お け る 制 御 に よ る 環 境 ］

　 図 ４ お よ び 図 ５ を 参 照 し て 、 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ の 制 御 に よ る 効 果 を 明 確 に す る た め に

、 比 較 例 の 給 湯 シ ス テ ム の 制 御 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ４ は 、 比 較 例 に お け る 缶 体 設 定 温 度 と 要 求 号 数 の 算 出 方 法 を 表 わ す 図 で あ る 。 図 ４ に

お い て 式 （ ５ ） と し て 示 さ れ る よ う に 、 比 較 例 で は 、 缶 体 設 定 温 度 の 算 出 に 、 入 水 温 度 （

一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｉ で は な く 、 入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ が 用 い ら れ る 。 ま た 、 比 較 例 で は 、

式 （ ６ ） に 示 さ れ る よ う に 、 要 求 号 数 の 算 出 に 、 入 水 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｉ で は な く 、 入

水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ が 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ２ 等 を 参 照 し て 説 明 さ れ た よ う に 、 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ で は 、 要 求 号 数 Ｎ ｄ は 、 一 次

熱 交 換 器 １ １ に 入 水 さ れ る 水 の 検 出 温 度 （ 入 水 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｉ ） を 利 用 さ れ て 算 出

さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ガ ス バ ー ナ ３ ０ に よ っ て 供 給 さ れ る 熱 量 が 、 ガ ス バ ー ナ ３ ０ に よ っ

て 加 熱 さ れ る 一 次 熱 交 換 器 １ １ に 供 給 さ れ る 水 の 温 度 に 従 っ て 制 御 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 一 方 、 比 較 例 の 給 湯 シ ス テ ム は 、 式 （ ５ ） に 示 さ れ る よ う に 、 温 度 セ ン サ １ ９ ０ の 検 出

出 力 で は な く 温 度 セ ン サ １ １ ０ の 検 出 出 力 を 用 い て 、 す な わ ち 、 入 水 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ

ｉ で は な く 入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ を 用 い て 、 要 求 号 数 Ｎ ｄ を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 温 度 セ ン サ １ ９ ０ に お い て 温 度 を 検 出 さ れ た 水 は 、 一 次 熱 交 換 器 １ １ に 到 達 す る ま で に

二 次 熱 交 換 器 ２ １ を 通 過 す る 必 要 が あ る 。 す な わ ち 、 温 度 セ ン サ １ ９ ０ に お い て 温 度 を 検

出 さ れ た 水 が 一 次 熱 交 換 器 １ １ に 到 達 す る ま で に は あ る 程 度 の 時 間 を 要 す る 。 入 水 管 ５ ０

に 対 し て 、 そ れ ま で に 供 給 さ れ て い た 水 の 温 度 と は 大 き く 異 な る 温 度 の 水 が 供 給 さ れ 始 め

た 場 合 、 一 次 熱 交 換 器 １ １ に 入 水 さ れ る 水 の 温 度 が 、 温 度 セ ン サ １ ９ ０ の 検 出 出 力 に 従 っ

て 算 出 さ れ た 要 求 号 数 Ｎ ｄ に 対 応 す る 温 度 に な る ま で に 、 遅 れ が 生 じ る 場 合 が あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 ５ は 、 上 記 の よ う な 、 温 度 の 遅 れ を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ５ の グ ラ フ ５ ０ ０ に

は 、 ５ 本 の 線 Ｌ １ ～ Ｌ ５ が 示 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 線 Ｌ １ は 、 缶 体 設 定 温 度 Ｔ ｓ ｐ ｏ を 表 わ す 。 線 Ｌ ２ は 、 出 湯 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｏ を 表

わ す 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 線 Ｌ ３ は 、 分 配 比 η を 表 わ す 。 グ ラ フ ５ ０ ０ に お い て 、 分 配 比 η の 数 値 の み が 、 右 側 の

軸 上 の 目 盛 に 従 っ た 値 を 表 わ す 。 グ ラ フ ５ ０ ０ に お い て 、 分 配 比 η 以 外 の 数 値 は 、 左 側 の

軸 上 の 目 盛 に 従 っ た 値 （ 温 度 ） を 表 わ す 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 線 Ｌ ４ は 、 入 水 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｉ を 表 わ す 。 線 Ｌ ５ は 、 入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ

を 表 わ す 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 図 ５ の 例 に お い て 、 線 Ｌ ５ で は 、 点 Ｐ １ （ グ ラ フ ５ ０ ０ の 時 間 「 ３ ５ 秒 」 程 度 ） か ら 、

入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ の 値 が 急 激 に 上 昇 し て い る 。 一 方 、 線 Ｌ ４ と し て 示 さ れ る よ う

に 、 入 水 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｉ の 値 は 、 入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ の 上 昇 に 伴 っ て 上 昇 す

る も の の 、 点 Ｐ １ か ら ２ 分 近 く 経 過 し て も （ グ ラ フ ５ ０ ０ の 時 間 「 １ ５ ０ 秒 」 に お い て も

） 入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ の 値 に 追 い つ い て い な い 。 す な わ ち 、 入 水 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ

ｐ ｉ の 値 の 上 昇 は 、 入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ の 値 の 上 昇 に 対 し て 遅 れ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】

　 線 Ｌ １ と し て 示 さ れ る よ う に 、 缶 体 設 定 温 度 Ｔ ｓ ｐ ｏ は 点 Ｐ ２ で 低 下 す る 。 こ の 缶 体 設

定 温 度 Ｔ ｓ ｐ ｏ の 低 下 は 、 缶 体 設 定 温 度 Ｔ ｓ ｐ ｏ が 点 Ｐ １ に お け る 入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ

ｓ ｉ の 上 昇 に 対 応 し て 変 更 さ れ た こ と に よ る も の で あ る 。 缶 体 設 定 温 度 Ｔ ｓ ｐ ｏ が 低 下 す

る こ と に よ り 要 求 号 数 が 低 下 す る 。 上 述 の よ う に 、 線 Ｌ ４ と し て 示 さ れ た 入 水 温 度 （ 一 次

） Ｔ ｄ ｐ ｉ の 上 昇 は 、 入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ の 上 昇 に 対 し て 大 き く 遅 れ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 要 求 号 数 Ｎ ｄ は 、 入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ の 上 昇 に 従 っ て 低 下 す る （ 式 （ ４ ） ） 。 こ

の こ と か ら 、 入 水 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｉ が 低 い に も 拘 わ ら ず 、 入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ

が 上 昇 し た こ と に よ り 要 求 号 数 Ｎ ｄ が 低 下 し 、 こ れ に よ り 、 ガ ス バ ー ナ ３ ０ の 燃 焼 を 禁 止

（ 停 止 ） さ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 ５ に 示 さ れ た 例 で は 、 点 Ｐ ２ に 対 応 す る 時 点 以 降 、 缶 体

出 湯 温 度 Ｔ ｄ ｐ ｏ （ 線 Ｌ ２ ） は 、 低 下 し 続 け 、 給 湯 設 定 温 度 に 到 達 で き な い 事 態 （ ア ン ダ

ー シ ュ ー ト ） が 生 じ て い る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 一 方 、 本 実 施 の 形 態 の 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 図 ２ 等 に 記 載 さ れ る よ う に 、 温 度 セ ン サ

１ １ ０ の 検 出 出 力 で は な く 温 度 セ ン サ １ ９ ０ の 検 出 出 力 を 用 い て 、 す な わ ち 、 入 水 温 度 （

二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ で は な く 入 水 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｉ を 用 い て 、 要 求 号 数 Ｎ ｄ を 算 出 す る 。

こ れ に よ り 、 一 次 熱 交 換 器 １ １ に 入 水 さ れ る 水 の 温 度 に 対 応 し た 要 求 号 数 Ｎ ｄ が 算 出 さ れ

、 当 該 要 求 号 数 Ｎ ｄ に 従 っ て ガ ス バ ー ナ ３ ０ の 燃 焼 （ 火 力 ） が 制 御 さ れ る 。 し た が っ て 、

給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 図 ５ を 参 照 し て 説 明 さ れ た よ う な ア ン ダ ー シ ュ ー ト を 防 止 で き る

。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ［ ５ ． 給 湯 シ ス テ ム に お け る 処 理 の 流 れ ］

　 （ 加 熱 制 御 ）

　 図 ６ を 参 照 し て 、 ガ ス バ ー ナ ３ ０ の 燃 焼 の 制 御 に つ い て 説 明 す る 。 図 ６ は 、 給 湯 シ ス テ

ム １ ０ ０ に お い て ガ ス バ ー ナ ３ ０ の 燃 焼 を 制 御 す る た め の 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ で は 、 た と え ば Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ が 所 与 の プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ

り 、 図 ６ に 示 さ れ た 処 理 が 実 現 さ れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ は 、 た と え ば 上 記 プ ロ グ ラ ム を 予 め

定 め ら れ た 時 間 ご と に 実 行 す る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ は 、 入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ お よ び 入 水 温 度 （ 一

次 ） Ｔ ｄ ｐ ｉ の 検 出 値 を 読 み 出 す 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に お い て 読 み 出 し た 入 水 温 度 （

二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ お よ び 入 水 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｉ を 用 い て 要 求 号 数 Ｎ ｄ を 算 出 す る 。 要 求

号 数 Ｎ ｄ の 算 出 は 、 た と え ば 式 （ ４ ） に 従 う 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に て 算 出 さ れ た 要 求 号 数 Ｎ ｄ に

対 応 す る 火 力 を 実 現 す る た め に ガ ス 比 例 弁 ３ ３ の 開 度 を 調 整 す る 。 そ の 後 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １

は 図 ６ の 処 理 を 終 了 す る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 （ 分 配 制 御 ）

　 図 ７ を 参 照 し て 、 分 配 弁 ８ ０ の 開 度 の 制 御 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 分 配 弁 ８ ０ の 開

度 を 制 御 す る た め の 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ７ の 処 理 は 、 た と え ば Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １

が 所 与 の プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ っ て 実 現 さ れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ は 、 た と え ば 予 め

定 め ら れ た 時 間 ご と に 図 ７ の 処 理 を 実 行 す る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ に て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ は 、 入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ お よ び 出 湯 温 度 （ 一

次 ） Ｔ ｄ ｐ ｏ の 検 出 出 力 を 読 み 出 す 。

【 ０ ０ ６ １ 】
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　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ に て 読 み 出 し た 入 水 温 度 （ 二 次

） Ｔ ｄ ｓ ｉ お よ び 出 湯 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｏ を 用 い て 、 分 配 比 η を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に て 算 出 さ れ た 分 配 比 η に 従 っ

て 分 配 弁 ８ ０ の 開 度 を 制 御 し て 入 水 管 ５ ０ の 流 量 を 調 整 す る 。 た と え ば 、 分 配 弁 ８ ０ の 開

度 は 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ の 回 転 の 度 合 い に よ っ て 変 化 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ は 、 分 配 比 η

に 従 っ て ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 分 配 弁 ８ ０ の 開 度 を 調 整 す る 。 そ の

後 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ は 図 ７ の 処 理 を 終 了 す る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 ［ ６ ． 開 示 の 要 約 ］

　 本 開 示 は 、 た と え ば 以 下 の よ う に 要 約 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 （ １ ） 　 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 一 次 熱 交 換 器 １ １ と 、 一 次 熱 交 換 器 を 加 熱 す る よ う に

構 成 さ れ た 加 熱 装 置 （ ガ ス バ ー ナ ３ ０ ， ガ ス 比 例 弁 ３ ３ ） と 、 加 熱 装 置 の 加 熱 動 作 を 制 御

す る よ う に 構 成 さ れ た 制 御 装 置 （ Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ ） と 、 一 次 熱 交 換 器 よ り も 上 流 側 に 位 置 す

る 二 次 熱 交 換 器 ２ １ と 、 一 次 熱 交 換 器 に 導 入 さ れ る 水 の 温 度 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た

第 １ の 温 度 セ ン サ （ 温 度 セ ン サ １ ９ ０ ） と を 備 え る 。 制 御 装 置 は 、 第 １ の 温 度 セ ン サ に よ

っ て 検 出 さ れ た 温 度 （ 入 水 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｉ ） に 従 っ て 加 熱 装 置 を 制 御 す る よ う に 構

成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 （ ２ ） 　 一 次 熱 交 換 器 に お け る 水 の 流 量 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 流 量 セ ン サ １ ５ ０

を さ ら に 備 え て い て も よ い 。 制 御 装 置 は 、 流 量 セ ン サ の 検 出 出 力 （ 流 量 値 Ｑ ） と 、 給 湯 シ

ス テ ム の 供 給 温 度 の 設 定 値 （ 給 湯 設 定 温 度 Ｔ ｓ ｓ ｏ ） と 、 第 １ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 検 出

さ れ た 温 度 （ 入 水 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｉ ） と に 従 っ て 算 出 さ れ る 、 熱 量 （ 要 求 号 数 Ｎ ｄ （

式 （ ４ ） ） ） に 従 っ て 加 熱 装 置 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 （ ３ ） 　 図 ３ 等 に 示 さ れ る よ う に 、 一 次 熱 交 換 器 １ １ は 、 二 次 熱 交 換 器 ２ １ を 通 過 し た

水 を 導 入 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。 第 １ の 温 度 セ ン サ （ 温 度 セ ン サ １ ９ ０ ） は

、 二 次 熱 交 換 器 ２ １ を 通 過 し 一 次 熱 交 換 器 １ １ に 入 水 さ れ た 水 の 温 度 を 検 出 す る よ う に 構

成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 （ ４ ） 　 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 二 次 熱 交 換 器 よ り も 上 流 側 に 設 け ら れ た 導 入 管 （ 入 水

管 ５ ０ ） と 、 一 次 熱 交 換 器 よ り も 下 流 側 の 水 の 経 路 と 導 入 管 （ 出 湯 管 ７ ０ ） と を 一 次 熱 交

換 器 を 経 る こ と な く 結 ぶ バ イ パ ス 管 ６ ０ と 、 導 入 管 に お け る 水 の 温 度 を 検 出 す る よ う に 構

成 さ れ た 第 ２ の 温 度 セ ン サ （ 温 度 セ ン サ １ １ ０ ） と 、 導 入 管 に 入 水 さ れ た 水 を 、 二 次 熱 交

換 器 と バ イ パ ス 管 と に 分 配 す る た め の 分 配 弁 ８ ０ と を さ ら に 備 え て い て も よ い 。 制 御 装 置

は 、 第 ２ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 温 度 （ 入 水 温 度 （ 二 次 ） Ｔ ｄ ｓ ｉ ） に 従 っ て 、

分 配 弁 に お け る 分 配 比 （ 分 配 比 η （ 式 （ １ ） ） ） を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い

。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 （ ５ ） 　 一 次 熱 交 換 器 か ら 出 湯 さ れ る 湯 の 温 度 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 ３ の 温 度

セ ン サ （ 温 度 セ ン サ １ ２ ０ ） を さ ら に 備 え て い て も よ い 。 制 御 装 置 は 、 さ ら に 、 第 ３ の 温

度 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 温 度 （ 出 湯 温 度 （ 一 次 ） Ｔ ｄ ｐ ｏ ） と 、 給 湯 シ ス テ ム の 供 給

温 度 の 設 定 値 （ 給 湯 設 定 温 度 Ｔ ｓ ｓ ｏ ） と に 従 っ て 、 分 配 弁 に お け る 分 配 比 を 制 御 す る よ

う に 構 成 さ れ て い て も よ い （ 分 配 比 η （ 式 （ １ ） ） ） 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 （ ６ ） 　 給 湯 シ ス テ ム １ ０ ０ の 制 御 方 法 は 、 第 １ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 水 の 温 度 を 検 出

す る ス テ ッ プ （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ） と 、 第 １ の 温 度 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 温 度 に 従 っ て

加 熱 装 置 を 制 御 す る ス テ ッ プ （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ） と を 備 え る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】
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　 今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 制 限 的 な も の で は な い と 考 え ら

れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 上 記 し た 説 明 で は な く て 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 示 さ れ

、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意 図 さ れ

る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ １ 】

　 １ ０ 　 缶 体 、 １ １ 　 一 次 熱 交 換 器 、 １ ５ 　 排 気 経 路 、 ２ ０ 　 加 熱 部 、 ２ １ 　 二 次 熱 交 換

器 、 ３ ０ 　 ガ ス バ ー ナ 、 ３ １ 　 ガ ス 供 給 管 、 ３ ２ 　 元 ガ ス 電 磁 弁 、 ３ ３ 　 ガ ス 比 例 弁 、 ３

５ ａ ， ３ ５ ｃ 　 能 力 切 換 弁 、 ４ ０ 　 送 風 フ ァ ン 、 ５ ０ 　 入 水 管 、 ６ ０ 　 バ イ パ ス 管 、 ７ ０

　 出 湯 管 、 ７ ５ 　 合 流 点 、 ８ ０ 　 分 配 弁 、 ９ ０ 　 流 量 調 整 弁 、 １ ０ ０ 　 給 湯 シ ス テ ム 、 １

１ ０ ， １ ２ ０ ， １ ３ ０ ， １ ９ ０ 　 温 度 セ ン サ 、 １ ５ ０ 　 流 量 セ ン サ 、 １ ６ ０ 　 給 湯 栓 、 ３

０ ０ 　 コ ン ト ロ ー ラ 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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